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烏口（からすぐち）は、製図やトレース、レタリングな
どに用いられる、均一な太さの線をひくための描画用具
です。名前のとおり、カラスのくちばしの様な形をして
おり、2 枚の金属製の刃の間にインクを注入して使用し
ます。この刃の隙間に、毛細管現象によってインクが含
まれる構造になっています。インクを注入する際は、烏
口を直にインク壷や皿に入れるのではなく、例えばイン
クを含ませた細い筆や、スポイトなどを烏口の刃の内側
に軽くあてるなどします。
烏口には、刃の隙間の幅を締めたり、広げるためのネジ
が付いています。2 枚の刃の間隔を調節することで、描
こうとする線の太さを自由に変えることができます。線
幅が一本ごとに決まっている製図ペンとは、この点で大
きく違っています。また、水で溶いた絵の具やポスター
カラーなどもインクと同様に使用できるので、烏口が一
本あれば、線幅だけでなく、さまざまな色の線を描くこ
とができます。うまく使えるようになるまでは、熟練が
必要といわれていますが、慣れると、非常にシャープで
美しい線がひけるようになります。
烏口の種類には、英式と独式があります。2 枚の刃先が、
縦に開くものが英式、横に開くものが独式です。直線を
描くための直線烏口の他、曲線用の回転烏口、2 本の平
行した曲線の描ける双頭回転烏口があります。円を描く
時はコンパスになっているものを使用します。
使い方は、定規に軽くあて、烏口を垂直に保ち、筆圧を
入れずに一定のスピードで線をひきます。刃先が定規に
触れると、線がにじんでしまうので、定規の目盛の付い
ている傾斜した側を裏返しにして使用すると良いでしょ
う。刃先が錆（さ）びたり、汚れが付いてしまうと、き
れいな線が描けなくなってしまうので、使用後はよくイ
ンクを拭き取った後、ネジを調節して刃先を少し開いた
状態で保管しましょう。また、刃先が摩滅した場合は、
オイルストーンという烏口専用の砥石に機械油を数滴落
として研ぎ、刃先を整えることができます。烏口は、画
材店やデザイン用品店で入手することができます。
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写真 1.　刃を開いたところ（左：英式、右：独式）

写真 2.　インクの注入

写真 3.　線を引くところ


